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概要　1．妊娠後期 の 妊婦321名を対象と して ， 超音波断層法 に て 胎盤附着部位を 検索 し， 胎児の 胎位 ・胎

向
・在胎日数 ・汾娩時間 ・臍帯巻絡 の 有無 な ど との 関係に つ い て 検討 し，次 の 様な結果 を得た ．

　  　胎盤 附着部 位 は ， 子宮後壁附着 が 最も多 く139例 （43，3％），
つ い で 前壁附着97例 （30．2％）， 右側壁附

着55例 （17．1％）， 左側壁附着30例 （9．4％）で あつ た．

　  胎盤が右側壁附着 の 例 は 55例中54例が第 1胎向， 左側壁附着の 例 は 30例中29例が 第 皿胎向で，子宮側壁

附着例 で は胎盤と胎児とは 向か い あつ て 位置 して い た．子 宮 前 壁 な い し後壁 か ら
一

部側壁附着例 に お い て も，

胎盤 と胎児 とが 向か い あつ て い た もの は 83例中70例 （84％） で あつ た．胎盤が前壁又は後壁 の 中央附着の 場合

に は，第 1 胎向とas　［胎向の 頻度に差は な くほ ぼ同数で あつ た．

　  在胎 目数の 平均値 は，初産279 ．3日，経産278．1日で
， 経産で は右側壁附着群 の 在胎 日数が 前 壁 と左側壁

に くらべ て有意 に 短か か っ た （pく O．05）．

　  　胎盤附着部位と分娩時間 ・児体重 ・胎盤重量 ・分娩時出血量
・臍帯巻絡の有無とは 関係がなか つ た．

　  卵管角附着胎盤群で は 骨盤位が多か つ た （Xま＝78・18）．

　2． 子宮前壁附着胎盤例 に て ，分娩第 1 期後半の 子宮収縮時と間歇時の 胎盤体積 の 変化を計測 し て，次の 様

な結果を得た．

　  子宮内圧3（｝mmHg の 収縮 で は 間歇時の 胎盤体積と差 は なく，子宮内圧が 50mmHg の 収縮に な る と間歇

時に くらべ 最小5cm3
， 最大58cm ’

， 平均 30cmS 胎盤体積が 減少 した．

　  間歇時 の 胎盤内血 液量 は 最小 101cm3
， 最大 280cm3， 平均177cm3 で，胎盤重量 との 相関係数 は r＝＋

0・85で
， 胎盤重量 が大 きくな る ほ ど胎盤内血 液量も多 くなつ た．

Symp5i5 　Using　ultrasonography
，
　the 　influence 　of 　placental　implantation　site　on 　the　fetal　position，　dUration

of 　gestation，　duration　of 　labor，　etc ．　was 　investigated　on 　321　patients　in　the　3rd　trimester ．

　Moreover，
　the 　change 　of 　placental　volume 　in　connection 　with 　the 　uterine 　contraction 　was 　also 　studied 　and

the 　fbllowing　results 　were 　obtained ，

　1）　As　for　the 　placental　implantation　site，　it　was 　fbund　on 　the 　poster量or 　u しerine 　wall 　in　139，0n 　the　anterior

97，right 　lateral　55，　and 　on 　the　left　lateral　in　30．

　2＞ When 　the　placcnta　was 　implanted　at 　the 　uterine 　cornus ，　rnore 　fetuses　were 　with 　breech　presentation，

and 　when 　it　was 　found 　Qn 　the　lateral　site，　the 　fetuses　were 　with 　the 　position　facing 出 e　placen［a．

　3＞　In　 multiparae ，
　the 　gestational　duration　was 　longer　when 　the　placenta　was 　implan†ed 　on 　the 　right

s三de　of 　utcrus 　than 　Qn 　t｝ユe　left　or 　anterior 　side ．（P〈 0．05）

　4）　Placental　implantation　site 　had　no 　relation 　with 　labor　duration，　fetal　weight ，　placental　weight ，　amount

of 　haernorrhage　during　Iabor　and 　cord −coiling ．

　5＞　During 　uterine 　contraction
，
　the　placcntal　volume 　did　not 　change 　when 　the　pressure　was 　30　mmHg ．

During 　contraction
，
　when 　the　pressure　was 　50 皿 mHg ，ヒhe　placental　volume 　became 　Iess　by　30　cm3 　than

during　intervaL
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　 During 　interval
，
　illtraplacental　blood　volume 　was 　l　77　cm3 ，

Key 　 words ： Ultrasonography ・Placentahmplantation 　 site ・Fetal　 posiしion・Placental　 volume ・Ute血 e　 con −

traction

　　　　　　　　　緒　　言

　胎盤は ，母 体子宮 と胎児 の 中継点 と し て
， 胎児

の 呼吸 ・循環 ・発育 に 重要 な 役割 を は た し て い

る．しか し ， そ の 生化学的 ・病理学的な研究報告

は 多 い が，形態学的研究報告は 少な い ．

　従来は X 線撮影法や RI 法 などに よ り行な われ

て きた 妊娠後期 の 胎盤附着部位判定法は ， 近年

で は 超音波断層法に よ る診断が普及 し一般化 され

て きて い る．そ こ で 著者は ， 超音波断層法に て 胎

盤を 描写 し
， そ の 附着部位を 検索 し， 胎児 の 胎

位 ・胎向 ・在胎日数 ・分娩時間 ・ 臍帯巻絡の 有無

などと の関係 に つ い て 検討 した ． また ， 子宮胎

盤循環血液量 の 計測は 同位元素 に よ る ク リ ア ラ ン

ス 法
IS）19 ）22 ）

や交叉熱電対法
S＞17）

な どを用 い た 報告

が 多い が
， 著者は超音波断層法を用 い て胎盤体積

の 変化を計測す る こ とに よつ て 検討 し た ，

　　　　　　　研究対象及び 方法

　妊娠第 8月以降の 妊婦 321例を 対象 と し て 超音

波 断層法を 施行 し， 胎盤附着部位 と， 胎児の 胎

位 ・胎向 ・
在胎 日数 ・分娩時間 ・児体重 ・臍帯巻

絡 の 有無 ・胎盤重量 と の 関係を検討 し た ．ま た ，

子宮前壁附着胎盤例に つ い て ，分娩第 1期後半に

胎盤体積 の 子宮収縮に よる変化を計測 し た ．装置

は ，
Al。ka　 SSD・30C 型及 び SSD −60C 型多用途超

音波診断装置で ， 周波数2・25Mhz の 探触子を 使

用 して 皮膚接触複合走 査法 を 施行 し た ． 検査法

は ， 仰臥位 の妊婦 の腹壁上 で
， 子宮を正中線に 平

行 に縦断走査し ， 次い で
，

こ れ に直角に 横断走査

を行な うこ とに よ り胎児 ・胎盤を描写 した．

　  　胎盤附着部位

　妊婦 の 腹壁上 で
， 縦断 ・横断走査を反復 し て 胎

盤を確認後，その大部分 が占め る于宮内の 位置に

よ り，子宮前壁 ・後壁 ・右側壁 ・左側壁附着に 大

別 し た ．更 に 前壁附着は ，前壁 中央 ・前壁〜子宮

底 ・前壁 〜右側壁 ・前壁〜左側壁附着の 4 通 りに

分類 した．後壁 も同様に ， 後壁 中央 ・後壁〜子宮

底 ・後壁〜右側壁 ・後壁〜左側壁附着 の 4 通 りに

分類 した ，右側壁附着は ， 右側壁中央 ・右側壁〜

前壁 ・ 右側壁 〜 後壁 ・ 右卵管角附着 の 4 通 りに 分

類 し， 左側壁 附着は ， 左側壁 中央 ・左側壁〜前

壁 ・左側壁〜後壁 ・左卵管角附着の 4 通 りに分類

し た ．（図 1〜 6 ）

　  胎児 の 胎位 ・胎向

　腹壁縦断走査に よる縦断面像に て ， ミ ッ ドラ イ

ソ を伴 な う児頭 エ コ
ー

を調 べ る こ とで 胎位を判定

し， 横断走査に よ る横断面像 に て胎児の躯幹 と四

肢 の位置か ら胎向を判定し た ．

　  　胎盤体積の 計測

　前壁附着胎盤例に て ，分娩第 1期後半 の陣痛発

作時及び間歇時に お ける胎盤体積を計測 し た ，そ

の方法は ，縦 断走査に て 胎盤 の 最大径を測定 し，

横断走査に て 4 ヵ所に おける胎盤横断面像を描写

し て 各面積を求め ， 石 原の 方法
2） に て 胎盤体積を

算出 した 。分娩終了後に
， 膀帯及び 卵膜を 除去

し， 胎盤 を水洗い し て 出来 るだ け血 液を排出後，

超音波断層法に て 前述 と同様 の 方法で 娩出後 の 胎

盤体積を計測 した．更 に， ア ル キ メ デ ス の 原理に

よ る water ・displacement　tdchnique に て 胎盤容積

を計測 し た．

　尚，子宮収縮は 内測 バ ル
ー

ン 法に より， 子宮 内

圧 30mmHg 及 び50mmHg に お け る陣痛発作時に

胎盤体積を計測 した．また ， すぺ て の 症例 は 胎盤

体積計測後 ， 4 時間以内に分娩を終了 し た ．

　　　　　　　　 結　　．果

　  　胎盤附着部位 の 頻度

　超音波断層法検査を 施行 した 妊娠321名 の ，胎

盤附着部位 と胎位 ・胎向は表 1〜 5 に 示 す通 りで

あ る．子宮後壁附着胎盤 （139例），前壁附着胎盤

（97例）， 右側壁附着胎盤 （55例）， 左側壁附着胎

盤 （30例） の 順 で 減少 し （XZ ＝ 44．94＞ X 蠶．。5＝

7．81
，
df＝3）， 後壁附着 は 前壁附着 よ り多 い 傾向

に あ り （X9 ＝3・77＞ Xl，、D
’
＝ 2・71）， 右側壁 附着は

前壁 附着 よ り少 な く　（X9 ； 5，91＞ Xl ．。 ，
＝ ・3．84），

左側壁附着は右側壁附着 よ り少な い 傾 向に あつ た
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（X 蠶； 3．76＞ Xl．1。
＝ 2．71）．

　  　胎盤附着部位 と胎向

　
一

部が子宮底に か か る もの を含め て ， 子宮前壁

中央附着胎盤 の時は
， 第 1胎向23例 ， 第皿胎向19

例で ， 後壁中央附着胎盤 の時は ，第、1胎向56例 ，

第 皿胎向55例で あ り，胎盤が前壁 また は後壁 の中

央附着 の 場合に は 第 1 胎向と第皿胎向の 頻度に 差

は な か つ た ．前壁か ら一部右側壁附着胎盤で 第 1

胎向の もの は 35例中30例 （86％）， 前壁 か ら
一部

左側壁附着胎盤 で 第 皿胎向 の も の は 20例中16例

（80％）で あつ た ． 後壁 か ら一部右側壁附着胎盤

で 第 1胎向 の も の は 16例中14例 （88％）， 後壁 か

ら一部左側壁附着胎盤 で第 ll胎向の もの は 12例中

10例 （83％）で あつ た ．また ， 右側壁附着胎盤 の

場合は 55例中54例が第 1 胎向で ， 左側壁 附着 胎盤

の 場合は 30例中29例が 第 皿胎向 で あ り，右側壁及

び 左側壁附着胎盤 の各 1例 は胎児 の児背が胎盤側

を 向い て い た が ，そ の 原因 とな る因子は特に 認め

られな か つ た．

表 1 　胎盤附着部位の 頻度と胎向

例数 第 1 胎 向 第II胎向
胎児と胎盤
が 対面 して

い た 例

前 壁 附着胎盤 9757 40 46

後 壁 附 着 胎 盤 13972 67 24

右側壁附着胎盤 5554 1 54

左側 壁附着 胎盤 30 1 29 29

合　 　 　計 321184 137 153

（子宮 底附着 胎盤 　 　 34 17 17

表 2 　胎盤 前壁 附着例

7　 ）

胎向 初 　産 経 　産
臍帯 巻絡

有　 無

111 ＋ （1） 8
前 壁 中 央

II9 5

9　 　19

（不 明 6 ）

11 2前 壁

　〜子宮底　　1 H2 3

0　　 7
（不 明 1）

119 11前 壁

　〜右側壁 、II3 2

12　 18
（不 明 5 ）

前 壁

　〜左側壁

1 （1） 3

II9 ・7
4　 　13

（不 明 3 ）

54十 （2） 41 97

（　）内は 骨盤位

表 3　 胎 盤後壁 附着 例

胎 向 初　産 経 　産
臍 帯巻絡

有　 無

119 ＋ （2） 25＋ （1）
後 壁 中 央

匸126 十 （1） 18

24　 61
（不 明 7 ）

14 5後壁

　〜子宮底 II2 ＋ （1） 7
5　　13

（不 明 1 ）

19 ＋ （1） 4 4　　12後壁

　〜右側 壁 II1 （D

後壁

　〜左側壁

12 0 4　　 8
II7 3

70＋ （5） 62＋ （2） 139

（　） 内は 骨盤位

表 4　胎盤右側壁附着例

胎 向 初　産 経 　産
膀帯巻絡
有 　 無

116 5
右 側 壁

n0 0

5　　13

（不 明 3 ）

16 8＋ （1） 3　　12右側壁

　 〜前壁 II0 0

12 ＋ （2） 9 3　 11右側壁

　 〜後壁 II1 0

1 （3） 1＋ （1）
右 卵 管 角

II0 0

1　　 3
（不 明 1）

25＋ （5） 23＋ （2） 55

（　） 内は 骨 盤位

表 5　胎盤左側壁 附 着 例

胎 向 初　産 経 　産
膀 帯巻絡
有　 無

左 側 壁
10 0 5　 　 8

II6 7

左 側壁

　 〜前壁

10 0

匸12 3

1　 　 1
（不明 3 ）

10 1 6　　 4左側壁

　 〜後壁 H4 5

左 卵 管 角
10 0 0　 　 2

H （D （D

12＋ （1） 16＋ （1） 30

（ ） 内は 骨盤 位

  胎盤附着部位 と在胎日数 （表 6 ）

　在胎 日数 の 平均値は，初産279．3日 ， 経産278．1

日で あつ た ．胎盤附着部位別 に 在胎 目数 の 平均値

を比較 し た と こ ろ ， 初産で は胎盤附着部位 と在胎
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表 6 　胎盤附着部位 と在胎 日数お よび

　 分娩 時 間 （1） ．

前　壁 後 　壁 右側壁 左側壁

n 466627ll

又 279 ，9279 ，3280 ，5277 、5初

　
　

産

信頼　 上 限
　 　 　 　 1

限界　下 限

284．4
　 1275

．428
宇・3

「

2762284

．6
　 1276

，4284
．9

　 ト

270，1

差　　 な　　 し

在

　
胎

　
日

　
数

n 34582316

霊 279 、5277 ．8273 ．3281 ．5経
　
　

産

信 頼　 上 限
　 　 　 　 1

限界　下 限

281．7
　 1277

．2280

．7
　 1274

．9277

．7
　 1268

．9287

．l
　 l275

．9

差　あ　り　 Pく0 ．05

n 37  59
．
2511

初

　
産

熏 10
°
5r9

°
3r ぽ52

’
11
°
06
「

信頼　 上 限
　 　 　 　 1

限 界　下 限

13
°
05
尸

　 F8°
59
「

lrl1
「

　 18°
06
’

11
°
39
’

　ト
6
°
45
’

16
“
52
’

　卩
7
°
19

分

　
娩

　
時
　
間

n 29572315

経
　
産

需 5
°
295

°
57
「

5
’
06
「

5
°
59
「

信頼 　 上 限
　 　 　 　 1

限 界　下限

6
°
41
厂

14°
29

プ frI4
°
55♂

6
°
15
「

14°
09F8

駄
16
厂

14°
19
厂

日数と は 関係 がなか つ た が ， 軽 産で は右側壁附着

の 在胎 日数が短 く， 特に 前壁 と左側壁に くらべ て

有意に短か つ た （P く 0．05）．

　  胎盤附着部位 と分娩時間 （表 6 ）

　分娩時間 の 平均値は ， 初産 10時間 5 分 ， 経産 5

時間38分 で あり た．胎盤附着部位別に分娩時間を

比較 した と こ ろ ， 初産 ・経産 ともに 附着部位 との

関係は な か つ た．

　  胎盤附着部位 と児体重 （表 7）

　胎盤附着部位 と児体重 の 関係は 表 7 の様で ，そ

れぞれ の平均値 を比較 した が，初産 ・経産 ともに

胎盤附着部位 と児体重 とは関係が な か つ た．

　  胎盤附着部位 と胎盤重量 （表 7 ）

　胎盤重量 の平均値は ，初産457g
， 経産467g であ

つ た ．胎盤附着部位別 に ， その平均値を比較 した

と こ ろ ， 初産で は 前壁附着胎盤が最も重 く ， 経産

で は後壁附着胎盤が最も重か つ た ht，

’
有意差で は

なか つ た ．

　  胎盤附着部位 と臍帯 巻絡 （表 2 〜 5 ）

　子宮前壁中央附着 ， 前壁〜子宮底附着 ， 後壁中

央附着 ， 後壁 〜 子宮底附着の 4 群 と，そ の 他 の 12

表 7　胎盤附着部位 と児体重 お よ び 胎盤重量

前 　壁 後 　壁 右側壁 左側壁

n 46 66 27 11

初
　
産

云 3，295．33 ，20L93 ，142．73 ，083，0

体

．
信頼 上限
　 　 　 1

限 界 下限

3 ，40＆ 7
　 13

，181．93
，298 ，2

　 13

，105，53
β01．I

　 I2

，984．33
，297．2

　 12

，868，9

児

　
　
体

　
　

重

n 34 駆 23 16

経

　
産

汞 3，149．93 ，290，53 ，238 ．73 ，299．6

信輳 上 限
　 　 　 卩

限界 下 限，
3，326．8
　 12

β72・．93
，411，1

　 13

，169，93
，47L8

　 13

，005．73
，560，9

　 13

，038，4
n 46 66 27 11

初

　
産

又 472 、0451 ．8444 ．6459 ，5

信 頼 ．上 限
　 　 　 1

限 界 下限

503．1
　 1440

．8468
，8

　 1434
．9482

．2
　 1406

．9510

．8
　 1408

．2

胎

盤

重

量

n 34 58 23 16
経

　
産

曩 461．3477 ．0462 ．7468 ．7

信 頼 上限
　 　 　 1

限 界 下限

496．4
　 「

426．3503
．8

　 卩

450．1503
．6

　 r42L8548
，l

　 I389

．3

群 と の間で ， 臍帯巻絡 の 有無に つ い て 比較 した．

それぞれの頻度は表 2 〜 5 の 如 くで あり， 胎盤附

着部位 と臍帯巻絡 の頻度 とは 関係がなか つ た ．

（Xl ＝ 0．27く X ま．os ＝ 3・84）

　  卵管角附着胎盤 と骨盤位

　骨盤位症例は ， 表 2 〜 5 に 示 した如 くで，18例

あつ た ，卵管角附着胎盤群で は 7 例中 6 例が骨盤

位で あ り， そ の 他 の 部位に 附着 した胎盤群に 比較

して 骨盤位 が多か つ た （Xl ＝ 78・18）．尚 ， 骨盤位

で なか つ た 1例 は ， 胎位が判定で きた妊娠第 7 月

か ら分娩 ま で頭位で あつ た．また， 6 例 の骨盤位

例はすべ て
， 妊娠 中 の 胸膝位及び外回転術が不成

功で あつ た ．

　  子宮底附着胎盤群 の 在胎 日数 （表 8 ）

　胎盤 の
一

部が子宮底に 附着す る子宮底附着群は

34例 （10，6％） で あつ た ．こ の 群 の 在胎 日数を ，

前壁附着群 ，後壁附着群，右側壁附着群，左側壁

附着群 と比較 した と こ ろ ， 子宮底附着群 の在胎 日

数 の平均は ，初産 277．0 日 ， 経産 277．5目で ，他 の

4群 と比較 した が有意差はなか つ た．・また ，こ の

4 群をす べ て ま とめ た群 の 在胎 日数の平均 は ，初

産279。7日 ， 経産 277．8日で
， 子宮底附着群 との 間

に有意差は なか つ た ．

　  子宮底附着胎盤群 の分娩時間 （表 8 ）
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表 8 　胎 盤附着部位 と在胎 日数お よ び

　分娩時間 （H ）

子 宮底 前 壁 後 壁 右側壁 左側壁

n 1343602410

又 2770280 ．1279 ，8279 、3278 ．1初

産 信頼 ギ限

限界 下限

283 ．O
　 　 I270

，9284

．8
　 　 1275

，3283
．1

　 　 1276

，4283
．7

　 　 1275

．0286
，3

　 　 1269

．8

在

胎

日

数

n 1830462215

髭 277 ，5279 ，6277 ．3273 ，2281 ．9

信頼 上限
　 　 　 　 　 1

限界 下限

282．3
　 　 1272

，6282
．1

　 　 1277

．2
零80．8
　 　 1273

．8277
．8

　 　 1268

，6287

．8
　 　 1276

．0

n 1135532310

え 11900
厂
10
°
43
’

9
°
44
厂

862910
°
03
’

信頼 上 限
　 　 　 　 　 　

限界 下限

17
°
28
厂

　　16’
55
「

13
°
08
厂

　　18°
47
厂

11
°
32F

　　I8°
13
’

11
°
19

　 　 16°
2ゴ

14
°
56
’

　 　 16°
45
厂

分

娩

時

間

n 1527462214

熏 6
°
33
“

5930
厂

5
°
49
’

4
’
575

°
5σ経

産 信頼 上 限
　 　 　 　 　 1

限界 下 限

9903
厂

　 14°45厂
6
°
50
厂

　 14°
25
’

7
°
14

　 i4°
4r6905

’
　 14麕
02
ρ

8915F
　 I4°

08P

　子宮底附着胎盤群 の 分娩時間 の平均値は ，初産

11時間，経産 6 時間33分で ， ともに 他 の 4群 の 平

均値よ りも多少長か つ たが， 有意差で は な か つ

た ．他 の 4群 を ま とめ た群 の 平均値は ，初産 9 時

間46分，経産 5 時間33分で あ り，こ れ と子宮底附

着群 と の 間に も差は なか つ た 。

　  　胎盤附着部位と出血量 （表 9）

　分娩の終了 し た 症例 の うち ， 出血が主 と して裂

傷 か ら の も の と思 わ れ る 帝王切開例，吸引分娩

例，頚管裂傷例 な どを除 い た 213例 に つ い て ，胎

盤附着部位 と出血量を比較 し た ．

　結果は ， 表 9 の 如 くで
， 後壁附着胎盤群が平均

282．9ml で 最 も多 く， 子宮底附着胎盤群は 245・8

ml で 最も少 なか つ た．　 しか し ， 各群 の平均値を

それ ぞれ比較 し た が有意差 は な か つ た．

　  　胎盤附着部位 と早期産

　早期産を 胎盤附着部位別 に分 けた と こ ろ ， 前

壁附着胎盤群で は 73例中 4例 （5．5％）， 後壁附着

胎盤群 106例中 4例 （3。8％）， 側壁附着胎盤群 71

例 中 4 例 （5．6％）， 子宮底附着胎盤群 31例中 1例

（3．2％）で ， 胎盤附着部位 と早期産 と の間に 関係

は なか つ た （Xl＝0．6162く Xl ．os＝14・1）．

　   子宮収縮 と胎盤体積

表 9　 胎盤附着部位 と出血量

子宮底 前　壁 後　壁 右側壁 左側壁

n 1758853419

R 245，8267 ，7282 ．9258 ．9272 ．8

信 頼　 上 限　　　　　　1

限界　下限

310．4　518L22993 　1236

．1312
．7　1253

．1305
．3　1212

．5330
．O　I215

．6

差　 な　 し

　図 7 は ， 前壁〜一
部右側壁附着胎盤例 の分娩第

1期後半に お ける子宮収縮時及び 間歇時の 胎盤横

断面像で ある．こ の横断面像か ら求め た胎盤面積

と，胎盤 の最大縦径 とか ら体積を計測 した もの が

表 10で ある， 子宮内圧30  Hg の 収縞 に 2例

の 胎盤体積を計測 した が， 2例 とも間歇時 の 胎盤

体積と差 はな か つ た ． 子宮内圧 50mmHg の 収縮

に なる と間歇時 に くらべ て 最小 5cm3， 最大58cmS

胎盤体積 の 減少 を認 め た． こ の減少量 と 間歇時

の胎盤体積 と の 関係を しらべ た とこ ろ ， 相関係数

r ＝ ＋ 0・33で 相関関係 は な か つ た ．間歇時 の 胎盤

体積と ， 分娩終了後に 測定 し た胎盤体積 と の差 ，

すな わち 間歇時 の 胎盤内血液推定量 は 最小 10i

cms
， 最大280cm3

， 平均 177cm3 で あつ た．また ，

これ と胎盤重量 とは相関係数 r ＝ ＋0・85で ， 相関

関係があつ た ．

　 尚， 胎盤娩出後 の 胎盤 の実測容積と ， それを水

中に 入れ て 超音波断層法に て算出した 水槽内体積

の 値は表10に 記載 した が ， 実測値 と水槽 内測定値

と で ， そ の 差 は 十 17cm3 （4．4％）〜− 27cm3 （−

6．2％）， 平均 一4・08cm3 （− 0・96％）で あ り， 有

意差 で は な か つ た （F 。
＝ 3・25く F

。．。5 ＝ 4・24）．す

なわ ち，超音波断層法に よる体積算出法 は信頼で

きる と考え られ る．

　　　　　　　　　 考　 　案

　 妊娠中 の 胎盤 に 関す る検査法 として は ，x 線撮

影法や RI 法が ある が ， 母児 に 対す る影響を 無視

す る こ とは で きな い ．近年 は ， 軟部組織描写 のす

ぐれ た ， 副作用 の ほ と ん どな い超音波断層法が進

歩 ・普及 し ， 産婦人科領域 に お い て も広 く応用さ

れ数多 くの 文献が み られ る
5）11）12）． 妊娠後半期 に

お い て は ，前置胎盤な ど の 胎盤附着部位判定や ，
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表10　子 宮収縮 に よる胎盤体積の 変化

超音波 断層法 に よ る 胎盤 体積 排 斥水 量 に
胎 盤 内

間 歇 時 収 縮 時 差
分娩 後の

胎盤体積

よる 胎盤容

積実 測値

差
血 液 量

A B A − B C D C − D A − C

1 495 470 25 300 310 一10 195

2 613 572 41 402 385 17 211

3 623 587 36 463 470 一 7 160

4 533 505 28 408 435 一27 125

5 560 537 23 450 460 一10 110

6 560 560 0 450 460 一10 UO

7 621 595 26 432 420 12 189

8 621 621 0 432 420 12 189

9 533 528 5 391 385 6 142

10 533 528 5 391 385 6 142

11 609 551 58 430 440 一10 179

12 609 551 58 430 440 一10 179

13 522 506 16 352 340 12 170

14 603 548 55 438 445 一7 165

15 613 600 13 460 485 一25 153

16 383 跚 15 282 280 2 101

17 526 4go 36 380 385 一5 146

18 610 570 40 428 435 一7 182

19 603 551 52 406 410 一4 197

20 588 560 28 410 400 10 178

21 581 554 27 405 410 一5 176

22
　　、
644 605 39 492 505

　 　 　 ’− 13 152
23 696 666 30 500 505 一5 196

24 655 620 35 435 430 5 220

25 702 675 27 470 460 10 232

26 531 519 12 350 360 一10 181

27 750 727 23 540 550 一10 210

28 702 672 30 510 520 一10 192

29 705 664 41 425 430 一 5 280

30 658 640 18 410 420 一10 248

平均値 599 ．4 569．9 29 ．9 421．8 425．9 一4．08 177．0
n 署 鉤 n ≡28 n ＝26 n ≡26 n ＝26 n ＝26 n ＝30

No ．5 と No ．6 ，　 No ．7 と No ．8 ，　 No ，9 と No ．10，　 No ．11 ．と No ．12 は それぞれ 同
一

症例 で の

時間を ず ら した 測定 結果 で あ る．

大横径計測に よる胎児発育度 の 推定な どに役立 つ

て い る．し か し ， 胎盤 に つ い て は ， 前置胎盤以外

の 事に つ き臨床的検討を行な つ た報告は 少な く，

胎盤附着部位と出血 に つ い て 検討した 熊切の 報

告
5）
や ，

Hellman 　et　a1・21）
， 竹村ら

12）
の報告がみ ら

れ るだ けで ある．

　  　胎盤附着部位判定 に 関 し て は ， 古 くは

Demme や Holzapfe1 の胎盤i浮遊充満法に よ る報

告や ， 草壁
7）

， 狐塚
3）

の卵膜復元法 な ど の報告 が

ある が ，
こ れ ら は分娩後 の retrospec ∫ive な検査

法で あつ た ．近年は ，超音波断層法検査に よ る妊

娠中の判定が可能 とな り， こ の 検査法に よ り妊娠

経過に 伴 な い 胎盤附着部位が移動す る こ とが認め

られて い る． 熊切
励

は，そ の移動が 妊娠初期〜晩

期観察例の 68．2％に み られ，時期的に は妊娠初期

〜 中期観察例 で は 57．9％o ， 中期 〜 晩期観察例で は

32．4％認め られた と し，し か も初産婦 よ り経産婦

で お こ りやす い として い る．榊原 ら
9）
は ， 前置胎

盤例 の 妊娠経過に伴な う変化 を観察 し て
， 妊娠第

7 月未満に 前置胎盤 と診断 され て も， 分娩時に は

前置胎盤 で な い 例が多い と報告 し ， 妊娠後期ま で

胎盤 の移動が あ る こ とを示唆 し て い る．我 々 も，
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妊娠第 7 月ま で は胎盤附着部位の変化を認め て い

る の で
， 今回 の 調査は その変化が少ない妊娠第 8

月以降 の 妊娠を対象 とした．妊娠第 8月で の 検査

症例 14例 ， 妊娠第 9 月で の症例 20例に 対し て は ，

念 の た め 妊娠第10月後半で 再 検査 し た が
， す べ て

の症例で 胎盤附着部位 の 変化 はなか つ た． また

Zemlyn26 ）
は ， 膀胱 の充満度に よ り子宮が捻転 ・

偏位 し
， 検査毎 に 胎盤 の 位置が 異 な る可能性が あ

る と して い る．こ の点を考慮 し，我 々 は 妊娠後期

で は 前置胎盤 の疑 い のあ る場合以外は ， 少量 の 膀

胱容量で 検査 して い る．尚， 妊 娠後期で は膀胱に

よ る影響は 妊娠初 期 ・中期 よ り少ない こ とを認め

て い る。

　 胎盤附着部位別分類 と して ，狐塚
S，

は 中央附

着
・側方附着 ・両壁附着に 大別 し，中央附着36．6

％ ， 側方附着 53．5％ ， 両壁附着 6．4％で 側方附着

が最 も多 い とし て い る． 草壁
7）

は ，分娩後 の 卵膜

裂 口 の位置か ら ， 子宮側方附着 ・子宮下部附着 ・

子宮底部附着の 3群に 分類 し，そ れぞれ69．87％ ，

17．21％ ， 12．92％で あ つ た として い る． Hegar

etaL は多数 の解剖記録か ら， 正常な附着部位 は

子宮体部 の 後壁か前壁で あるが
， 後壁附着は前壁

附着 よ りもは るか に 多数 であ ると し，
Orsiniは

226例に つ い て 調 べ た とこ ろ， 後壁94例， 前壁67

例 ， 子宮底部 5 例 ， 子宮下部52例 ， そ の 他 8例で

後壁附着が最も多 い と報告して い る．

　超音波断層法 に よ る 胎盤附着部位分類 とし て

は ，熊切
5）
は 前壁105 ：後壁94 ：側壁 13で

， 子宮前

壁附着が多 くみ られた と し，Takayanagi　et 　 aL25
）

は ， 子宮体部中央 前壁 の 右側 （ng　！群）， お よび

左側 （第 2群）， 子宮体部中央後壁 の 右側 （第 3

群），お よ び左側 （第 4 群） の 4 ヵ所が 明 ら か に

附着頻度が高 く， 第 1群 ， 第 2群，第 3 群，第 4

群 の 順 で頻度が多か つ た と し て い る．著者 の 成績

で は ，
Hegar　et　al・や Orsini の報告 の よ うに 後

壁が最 も多 く，次い で 前壁 ・右側壁 ・子宮底 ・左

側壁 の順で あつ た ．

　  成書に は
， 妊娠後期 の 子宮内 の 胎盤 と胎児

とは 必 ず向か い あ つ た図が描か れ て い る．著者 の

成績で は ， 右側壁附着及び左側壁附着 胎盤 で は ，

胎盤と胎児とは向か い あつ て位置 して い た．また

胎盤の一部が 側壁 に か か つ て い た もの は 84％が両

者が向か い あつ て い た．前壁又は後壁 の 中央附着

の場合は 胎盤 と 胎向 とは 関係 が なか つ た．胎向

は ，胎盤だげ で な く， 臍帯の 長さや ， 臍帯 の 附着

部位に も関係ある と思わ れ るが ， 主 と し て 胎盤附

着部位 に影響 される と考え られる．

　   胎盤 と在胎日数 ・分娩時間 と の 関係 に つ

い て は ，
Csapo の 報告 があ る．胎盤附着部位 の

pregesterone 量 は 非附着部 よ りも多 い こ とが，

Barnes 　et 　al．u ）
， 鈴村

101
，
　 Zander　et 　aL に よ り確

か め られて い る が，Csapo は ，子宮底に 胎盤が附

着 した場合に は progesteToneに よ り子宮底優位が

阻害され て
， 予定 日超過や分娩遷延が多 くな る と

した ．草壁
7｝

は ， 初産で は 子宮底附着胎盤 の 場合

の 分娩時間が有意 に 短 くな り， 経産で は予定 日超

過が多 くな る と し て い る．

　 著者 の成績で は ，子宮底附着胎盤群 の在胎 日数

及び分娩時間 とも ， 他 の 部位附着胎盤群 と比較 し

て差は なか つ た ． ま た ，
Reynolds に よ り提唱 さ

れた子宮収縮の ペ ー
ス メ

ーカー
は子宮の右側に あ

る とされ て い る． したが つ て
， 胎盤が 右側壁 に

附着 し た 場合に は 分娩開始が遅 くな る と推測 され

る．しか し ，
Harris2°） は ， 右上方附着胎盤群は左

上方附着胎盤群 よ りも在胎 日数が短 くな る と報告

して お り，著者 の 成績で も，経産 の 右側壁附着胎

盤群 の在胎 日数は ， 前壁附着及び 左側壁附着胎盤

群 と比較 し て有意 に短 く， 子宮右側に お け る ペ ー

ス メ
ーカ ーの 存在あるい は ペ ー

ス メ
ーカ ーに対す

る progesterone の抑制作用を示唆す る成績は 得ら

れ なか つ た．

　   　最近は早産の 防止 に対 する研究が盛ん で あ

るが ，陣痛 の 発来機序が解明されて い な い の で 早

産 の 原因もま た 不 明で ある ．子宮収縮が胎盤附着

部位 の pr・ gester・ ne に よ り抑制 され る とすれば ，

子宮収縮 の 優位な場所に 胎盤が附着 し た場合に は

早産 は お こ りに くい と考 えられ る．こ れに 関 し て

高柳 ら
11）

は ， 子宮底及び後壁 中央附着胎盤群 に切

迫流早産 の 徴候が多か つ た と報告 して い る が，著

老の成績で は 胎盤附着部位 と早産 とは 関係が な か
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つ た ．

　  　馬越 ら
H｝

は ， 卵管角附着胎盤例に は骨盤位

が多い と報告 し て お り， 狐塚
4）
は胎盤が子宮壁 の

一つ の 壁 に 子宮底 に 接 して 附着 し ， か つ そ の 形が

横長 の 楕 円形又は 卵円形を示す場合に 骨盤位が多

い として い る，著者 も馬ts8）・．と同様 の結果を認め

たが ， 胎向 の場合 と同 じく， 骨盤位を胎盤附着部

位だ けか ら説明す る こ とはでき．噸い で 南ろ う．し

か し，一
側 の 卵管角に 胎盤が附着 した場合は，胎

盤 の 存在 に よ り狭 くな つ た子宮底部に 児頭が固定

され ， 胎位を変え る余裕がなくなる た め と推測 さ

れ る．

　  子宮胎盤血流量 は ク リ ァ ラ ン ス 法
2Z）

，超音

波 ドプ ラ
ー

血流計 な どを用 い て 測定 され て い る

が， そ の数値は 報告 に よりかな りの差 がみ られ

る． 子宮収縮 と子宮胎盤循環
’
との 関係 に つ い て

は ，
Caldeyro−BarCia

，　 Assali　 et 　a1 ．
♪

Ramsey 　 et

a1 ・23〕
， 黒住

6｝，山 口 ら
13）

， 日高 η の 報告があ り ， 最

近 の 報告で は子宮収縮に よ り子宮胎盤血流は 10〜

50％減少する とされて い る，一方 ， 超音波断層法

に よ り， 子宮収縮と子宮胎盤循環 の 関係を検討 し

た 　Smyth24｝ や Bleker　et
’
al．15 ）16 》

め報告に よ る

と ，
Smyth24〕 1よ胎盤 り同r 部位に おけ る横断面像

で ， そ の 最大 の 厚 さが子宮収縮時に は 間歇時 よ り

も厚 くな るとし， Bleker　et 　 a1 ・ls） は 横断面像か

ら胎盤 の 面積を計測 し ， 子宮取縮時 の 方が間歇時

よ りも面積が大き くな る と し，両報告とも絨毛間

腔血液量は 子宮収縮時に 最大 となる
．
と し て い る．

著者 の 成績 で は ， 間歇時 の 胎盤内亅血液量 は 最小

101，cm3
， 最大 280cm3

， 平均値 177，cm3 で ， 胎盤重

量 と の 相関関係は ，
r＝十〇・85で

， 胎盤重量が 大き

い ほ ど 胎盤 内血液量 も多 か つ た ． （Bleker 　 et

a1 ．15）
は 相関係数 r ＝ 十 〇．63と報告 し て い る．）子

宮収縮 に よる胎盤 内血液量 の 変化は ， 最小 5cm3
，

最大58cm3
， 平均3Gc  3

が 子宮収縮時 に 減少 し

た． こ の 点は Smyth24） や Bleker　 et 　 aL15
）

の結

果 と相反す る． こ の 理 由 に つ い て は 次 の 様 に 考え

て い る ．一
般 に ，羊水量 は 妊娠第 7 〜 8 月を ピー

ク と して 以後は 減少 し，妊娠末期 の 子宮収縮時に

は ，胎児部分に よ る胎盤 の 圧迫 を さけ られ る ほ ど

羊水量 は多 くな い の が普通で ある．図 7 の 横断面

像 3 の収縮時の写真で ， 胎盤が胎児小部分に よつ

て 圧迫されて い る の が認め られる．従つ て ，r 横

断面像℃の 胎盤 の 厚 さや面積だけで は ， 胎盤血液

量 の 変化を論ず る こ とに 無理が あ る と考えられ，

数 ヵ所 で の横断走査に よる断面積や ， 体積を計測

し て比較する方が よ い と考え る．子宮胎盤循環に

お よぼす子宮収縮め効果は ，子宮筋収縮 によ る血

管 の 圧迫に よるが ， 羊水圧上昇に よる胎盤 の 圧迫

も無視できt　V ・i
”

こ め場合 ， 胎児全体が高圧環箋下

に 保たれ て い るの で 胎児循環系に は変化がな く，

胎盤内血液量 に変化が お こ る とすれば母 体側胎盤

循環即 ち絨毛間ve，9．．液量 に 変化が起 こ る・従つ て
・

子宮節g）収縮に よつ て動脈が圧迫 されて 胎盤 へ の

血 流量が減少す る と共に，羊水圧上 昇に より静脈

系が圧迫され て動脈血 の 流入 以上 の 血液が絨毛間

腔か ら流 出す る ととに よ り絨毛間腔血液量 は減少

す る．羊水圧が上昇 し， 静脈が閉塞 した後 も動脈

血 が流入を続げるが ，

』〕
そ の後の乎宮収縮圧 の 上昇

に より動脈も閉塞し流入 が止 まる．以上 が子宮収

縮時 の絨毛間腔血液量減少に 関す る推論で ある．

そ の後 ， 子宮収縮が ピー
ク を すぎて弛緩 して く る

と ， まず動脈血行が再開 し て急激 に 動脈血 が絨毛

間腔へ 流入 し ， 更 に 収縮が弱 まる と静脈 の 圧迫 も

解除 されて子宮胎盤循環が 再開 され る． こ の 時

に ， 動脈血 行再 開の時期が遅れた り，血流量 の 減

少がある と Fetal　 distressが お こ りやす くなつ て

く る と考え られ る．

　稿 を 終 る に 臨 み 御懇 篤 な る 御 指 導 ・御 校閲 を 賜 わ り

ま し た 恩 師 鈴 村正勝教 授に 深甚 な る感 謝 の 意 を 表 し ま

す ．ま た 終始 御 指導，御 協力 を 賜 わ り ま し た 菊池 助 教

授 ・石 原講師 な らび に 教室員諸 兄 に 感謝 い た し ま す．

　な お 本 論文 の 要 旨 は 第 56回 日本 産科婦 人 科学 会 ・関

東連合 地 方部会 に お い て 発表 し た ．
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　　　　　　　　　　平 野 論 文 附 図 〔1〕

図 1　前 壁 中央 附 着 胎 盤 　　　　　　　　　　　　　　　 図 4

図 2　 後 壁 中 央附 着 胎 盤

図 3　左 側 壁 中 央 附 着胎 盤

前 壁〜
右側壁 附着胎盤

図 5　 後壁〜左側 壁 附 着胎 盤

図 6　左 側壁〜前壁附着胎盤
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図 7　子 宮収縮時 お よ び 間 歇時 の 胎 盤 髄断 面 像
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